
令和４年度 信学会松本南幼稚園 「自己評価および園関係者評価」 

 

１． 園の教育目標 

つながろう！ えがおいっぱい！マンみ～なちゃん！ 

 

２． 本年度の重点目標 

  （１）じぶんっていいな ともだちっていいな 

  （２）あそびをふかめよう 

  （３）つたえあおう 

 

３． 自己評価 

A…十分達成されている         B…達成されている 

C…取り組んでいるが、成果が十分でない D…取り組みが不十分である 

項目 自己評価内容 評価 

教育課程・指導 ・園は目指している教育目標、本年度の重点目標を周知している。 B 

・教育課程実施において、教職員は共通理解をしている。 B 

保健管理 ・日常の健康観察や、疾病予防のための取り組みや健康診断などを行っている。 B 

安全管理 ・事故やケガ等発生時の危機管理マニュアルが整備されている。 B 

組織運営 ・園長は教育目標の達成に向けリーダーシップを発揮し、職員をリードしている。 B 

・園運営が適切に機能するために、運営・責任体制の整備を行っている。 B 

研修（資質向上

への取組） 

・法人実施の研修会への参加と、園内研修会の実施をしている。 A 

・日々の保育の振り返りと課題を明確にしている。 B 

教育目標・ 

園評価 

・幼児の実態、保護者の意見要望などを踏まえた園目標を設定している。 B 

・保護者アンケートの実施と、学校関係者委員会（モニター会）を設置している。 B 

・本年度の重点目標達成のための取り組みをしている。 B 

情報提供 ・園公開を実施し、園の取り組みを広く情報提供している。 A 

・園の情報を広く公開するために、ホームページ等を活用している。 A 

保護者・地域住

民との連携 

・PTAや学校関係者委員会（モニター会）等で定期的に懇談会を実施している。 
B 

子育て支援・ 

預かり保育 

・地域における保護者の実情や、子育て支援ニーズを把握している。 B 

・保護者の実情や要望を取り入れ、預かり保育・希望保育事業を実施している。 A 

教育整備環境 ・子どもの成長に則した教育環境になるよう工夫を重ねている。 B 

 

４． 学校関係者評価委員(モニター)からの評価 

・県外から来た人や一度も園に来たことのない人に松本南幼稚園を知ってもらうことが大切。 

・発信の仕方を工夫した方がよい。インスタグラムが有効であり、若い先生にお願いするとよい。 

 イクジイも有効。Googleフォームを有効に使うのもよい。 

・専科教室の保護者に、子どもがこのように成長した、というような感想を写真付きで紹介すると入室者 

も増えるのでは。 

・児童科の体育教室ではいろいろな活動をしてくれているのに、周りの保護者からは「ホッケーをやって 

るだけでしょ」と言われ、活動内容を正しく理解していない保護者もいる。 

・英会話は学年別ではなくレベル別（習熟度別）にするとよい。休室したり一度やめた子どもがもう一度 

やりたくなった時に、内容が先に進んでしまっているとついていけなくなってしまうから。 

・駐車場から園までの間にある横断歩道に、歩行者用の信号を設置できるとよい。難しいことではあるが 

町会やPTAが積極的に働きかけていきたい。 

・「園だより」に書かれていた「地域の方が園の花壇作りを支えてくれている」ということを見逃していた。 

大変ありがたい。知らない人も多いと思うので花壇の地図も載せておくとよいのではないか。 

 



 

５． 今年度の総合的な園評価と次年度への課題 

保育については特に問題は出されなかった。園が目指している目標については一定の理解を得られている

ようであり、職員みんなで一人ひとりの子どもたちを大切に育てていこうとする姿勢は信頼を得ているよう

である。自信をもって日々の活動をさらに磨いていきたい。 

これからの園児募集のための手だてについて多くのご意見をいただいた。SNSなど、現代の若い保護者の

ニーズに合った情報発信が重要であり、大至急改革すべきことだと感じる。よいことはスピーディに取り入

れていく柔軟さが大切である。また「園や専科教室に通う子どもの保護者に、園や専科教室に通わせること

で子どもが変わってきた点、伸びてきた点を具体的に教えてもらい、広報活動で積極的に示していくことが

入園・入室のきっかけになる」というアドバイスをお聞きし、ぜひ来年度実践してみたいと考えている。 

来年度は新型コロナ対応は軽減されそうだが、ここ２・３年で新型コロナ対応のために改革してきたこと

をすべて元の形に戻すのではなく、その経験や今回のモニター会のご意見も踏まえて、子どもにとってより

良い保育のあり方、行事のあり方などを検討していきたい。 

園バスのドライバーが頻繁に変わることに不安を感じている保護者もいる。ドラーバーの派遣会社にはド

ライバーの固定を要望しているが、現在ドライバーを希望する人が少なく、派遣会社も困っている状況であ

る。より安全に運行できるように派遣会社にはたらきかけていく。 

いただいた意見を大切に考え、来年度の計画に活かしていきたい。 

 


